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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

22 エゼキエル書８ Ⅱｺﾘﾝﾄ １１ ア 創世記 １２：１ ～４
23 ９ １２ ブ 創世記 ２２：１ ～１２
24 １０ １３ ラ ローマ ４：１ ～１２
25 １１ ガラテヤ １ ハ ローマ ４：１３～２５
26 １２ ２ ム ヨハネ ８：４８～５９
27 １３ ３ の ヘブル １１：８ ～１２
28 １４ ４ 信 ヘブル １１：１７～１９
29 １５ ５ 仰 マルコ １５：２１～３９

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日 無し
①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②求道者の方々のご家庭が祝福されるために！
③小松一代姉の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④稲本文子奥様（みたまキリスト教会）と川名れい子奥様
（西大和田シャロン福音キリスト教会）のために！

◎特別礼拝 29日(日)午前10時 奨励:江本義一兄(茨木東教
会長老) 祈って待ち望みましょう。

◎本日予定しておりました教会総会は資料作成が間に合わ
ず、来週に延期します。お祈り下さい。

◎中島きよゑ姉(中島一栄姉ご母堂) 17日に検査入院され、
20日に心臓の手術を受けられました。特にお祈り下さい。

◎外出の場合、マスクをしなくても良いと言われていますが、
新型コロナウイルスの感染防止のためマスクの着用、体温
測定、手洗いの励行に励み、礼拝に出席しましょう。

◎痛みの中にある小松一代姉、藤野晶子姉、弓岡光子姉、入
所中の梅崎洋子姉、郡敏子姉、増田真砂姉のため祈ろう！

◎土地購入献金 先週、礼拝献金2,000円献げられ感謝！
◎牧会短針 今年の教会暦では、今週の木曜日26日がキリス
の昇天日です。主イエス様は4月19日に復活された後、40日
の間、彼ら(弟子たちや多くの人々）に現れて、「神の国のこ
とを語り、数多くの確かな証拠をもって、ご自分が生きてい
ることを使徒たちに示された」。そして彼らと一緒にいると
き「エルサレムを離れないで、わたしから聞いた父の約束を
待ちなさい」。「聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あな
たがたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマ
リヤの全土、及び地の果てにまで、わたしの証人となります」
と約束された。「こう言ってから、イエスは彼らが見ている
間に上げられ、雲に包まれて、見えなくなられた」のです。
それから彼らはエルサレムに帰って屋上の間に上がって祈り
だしたのです。 今週の牧師の予定 26日 ホームページ点検

◎先週の報告 礼拝7名,懇談会7名,子ども教会1+5名,聖書の学び2名
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◎今週の御言葉 「悲しみが喜びに変わります」（創世記18章
23～33節、ヨハネの福音書16章12～24節） 「アブラハムは
近づいて申し上げた。『あなたはほんとうに、正しい者を、
悪い者といっしょに滅ぼし尽くされるのですか。』」(23) 「ま
ことに、まことに、あなたがたに告げます。あなたがたは泣
き、嘆き悲しむが、世は喜ぶのです。あなたがたは悲しむが、
しかし、あなたがたの悲しみは喜びに変わります。」(22)

◎私たちには悲しみや苦しみが多々あります。しかし、そ
れだけに終わることはないのではないでしょうか？
◎創世記18章にはアブラハムと神の使いとの出会いが記さ

れています。サラに子どもが生まれることを告げた後、ソド
ムとゴモラの叫びを確かめるために出かけた時、アブラハム
はソドムとゴモラを滅びから助け出すために祈ったのです。
◎ヨハネの福音書14～16章は主イエス様が最後の晩餐の席

上で語られた遺言です。主イエス様は「今わたしは、わたし
を遣わした方のもとに行こうとしています」(16:5)と語り、
「もし行けば、わたしは助け主をあなたがたのところに遣わ
します」と約束された(同7)。この福音書には聖霊の働きが
記されています。①「罪について、義について、さばきにつ
いて、世にその誤りを認めさせます」(同8)。②「真理の御
霊が来ると、あなたがたをすべての真理に導き入れます」(同
13,14:17)。「御霊は聞くままに話し、やがて起ころうとする
ことを示す」。③「わたしの栄光を現します」(同14)。
◎本書14章には「父はもう一人の助け主をあなたがたにお

与えになります。その助け主はいつまでもあなたがたととも
におられるためです」と語られ(16)、「助け主、即ち、父が
わたしの名によってお遣わしになる聖霊は、あなたがたにす
べてのことを教え、また、わたしがあなたがたに話したすべ
てのことを思い起こさせて下さいます」(26)。「その御霊が
わたしについてあかしします」(15:26)と明らかにされてい
ます。以上で明らかなように、聖霊は「助け主」「弁護者」「慰
め主」(文語訳)「真理の御霊」などと語られています。
◎主イエスが「地上を去られる」ことは弟子たちにとって

悲しい事でありますが、主イエス様の目的は十字架の死と復
活により贖いの業を成し遂げ、昇天されることにより、聖霊
を遣わすと約束されたことなので、「あなたがたにとって益
である」と語られ、今の苦しみは喜びに変わるのだと語り、
弟子たちを励まされたのです。限りなき愛をもって愛して下
さっている主イエス様は、弟子たちのことを配慮され、後に
信じる者のためにも尊い約束をもって励まし、執り成し、祈
っておられる御方なのです。真理の御霊に導かれて歩もう。


